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昇降機業界で活躍する女性の紹介

エレ小町  No.37
 

１. プロフィール

名　　　前：大槻　順子

な　ま　え：おおつき　じゅんこ

会　社　名：パナソニック エレベーター株式会社

所 属 部 署：営業部　中部エリアグループ

職　　　種：営業

入 社 年 度：2013年度

２. 担当業務について

　私は現在、営業部の中部エリアグループに所属し、主

に愛知県や三重県の代理店様、建築会社様、設計事務所

様へ当社エレベーターの採用推進から設計打合せ等の技

術支援やショールームに来場されたエンドユーザ―様へ

の訪問打合せ対応等を行っております。

　30 歳の時に派遣社員からこの仕事に携わり、あっと

いう間に 14 年目突入です。20 代後半を東京で過ごし、

いろいろな業界を経験した事もあり、過去の経験を活か

しながら、推進活動における業務改善に取り組んでおり

ます。

　日々の営業活動で大切にしている事は、販売して終わ

りの商品ではない為、商品説明は当然ながら、エレベー

ターの「安全の考え方」や「メンテナンス」について、

ご理解をいただけるように営業段階で丁寧な説明を心掛

けている点です。

３. 趣味など

　趣味は、仕事が終わった後のジム通いです。音楽に合

わせてアクティブに動くスタジオレッスンが好きです

が、年に数回出場するマラソン大会へのトレーニングも

兼ねている為、ジムのスタジオレッスン以外に、苦手な

筋トレや日々のジョギングも継続しています。学生時代

や20代の頃は、運動を全く知らない人生を送ってきたの

ですが、体を動かす事で、「心と身体の健康」に繋が

り、若い頃より体の不調がなくなりました。

　マラソン大会においては、ゴール時間という数値に見

える目標を決めて、それに向かって練習を重ねてチャレ

ンジする、目標が達成出来た時の達成感は、仕事に通じ

るものがあります。

４. 読者へのメッセージ

　この仕事を始めて経験値が増えても、初めてぶつかる

壁の数々に「人生は、一生勉強」だと感じる日々です。

正直、辛い時もありますが、何事にも理由があり起きる

事象があります。常に真摯に向き合う姿勢が自分を助け

てくれ、解決に導いてくれます。

　未経験から始めたエレベーター業界で、40歳目前で二

級建築士の勉強を始めて、2年掛かりで資格取得した事

も私にとって大きな成長に繋がりました。勉強に向き

合った経験が「仕事での壁」に向き合う力を養ってくれ

たと感じています。

　何事を始めるにも遅いという事はないので、これから

も変化に必要なチャレンジは続けていき、お客様へより

良い提案が出来るようにして参ります。

５. 上長のコメント

　営業として中部エリア最大市場の愛知県をメインに担

当して頂いております。常に「お客様の視点」で考え、

責任感を持って業務に取り組む姿で、他のメンバーの良

いお手本的存在となっております。

　また、二級建築士の取得やフルマラソン完走など、

チャレンジ精神の高さには、私も大きな刺激を与えても

らっています。

　今後もその高いチャレンジ精神と持ち前のポジティブ

さで、ますます活躍して頂き、更に会社を盛り上げてく

れることを期待しています。




